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◎半跏思惟像に思う
前回、大和高原にある神野寺（こうのでら）の菩薩半跏

像について文章を書きました。
教科書に載っている奈良県斑鳩町中宮寺の半跏思惟

像も、さすがに国宝といわれるだけあって素晴らしいものです
次の写真（ＮＨＫ「やまとの国宝」より）

いったい何が素晴らしいと言うのでしょう。楠（くすのき）で
作られた姿、とりわけ表情はアルカイック・スマイルと呼ばれ
エジプトのスフィンクス等と並んで古典的な謎と言われてい
ます。

前回の中国・雲崗石窟を思い出して下さい。随・唐よりも
前、北魏時代、
「皇太子を産んだ皇后は、母として国政に悪い影響を及

ぼす。」
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このように考えられて、男の子を産むと「死」が待っていま
した。せっかく皇太子を産んだのに殺される運命が待ってい
たのです。
殺されていく皇后に、王を含め周囲の人たちは、最大の

敬意を払ってその美しい姿をせめて像に残そうとしました。中
国・北京郊外、雲崗石窟群には各時代の半跏思惟像が
あります。皇太子を産んだがために、国の流儀に従って命を
落とした若き皇后を弔う石像です。

↑北魏・皇太子の母をモデルにしたと言われる半跏像。
（雲崗石仏第５窟）

隋の時代、中国に渡った日本人が、この悲しい物語を
聞いて、神野寺にある菩薩半跏像を求めたのではないでし
ょうか。また中宮寺にある楠（くすのき）・寄せ木造りの半跏
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思惟像を作らせたのではないでしょうか。
「アルカイック・スマイル」とか「謎の微笑」などと言っている

場合ではないのです。皇太子の王としての成長を願いなが
ら、自らは死んでゆかねばならない葛藤の表情なのです。
悲しい物語に手を合わせずにはいられません。


